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　 　退院 1 週間後の電話訪問（以下電話訪問と



































１ ．アンケート回収は 61 部（回収率 91％），
有効回答は 52 部（有効回答率 77.6％）．
２．対象属性
　 平均年齢 29.73 歳（標準偏差：SD5.42）．初
産婦 21 名（平均年齢 26.85 歳），経産婦 31
名（ 平 均 年 齢 31.67 歳 ）． 里 帰 り は 21 名
（40.38％），里帰りではない 31 名（59.62％）．
　 分娩方法は自然分娩 34 名（65.38％），帝王
切開 18 名（34.62％）．
　 退院先は自宅 20 名（38.46％），実家 28 名
（53.85％），その他 4 名（7.69％）．
　 産後 1 か月間の栄養方法は母乳のみ 11 名
（21.15%），混合 38 名（73.08%），ミルクのみ
3 名（5.77%）．
３ ．産後 1 か月間の育児の協力者（複数回答）は，
実母 40 名，夫 35 名，実父 17 名，義母 9 名，
義父 4 名，他 8 名．育児の協力者を 1 名と答




４ ．産後 1 か月間に手伝ってもらったこと（複
数回答）は，家事 46 名，児をあやす 44 名，
沐浴 37 名，オムツ交換 31 名，哺乳 25 名，
他 2 名．
５ ．電話訪問の時期に関しては，ちょうど良い











27 名，児の肌トラブル 8 名，乳房 7 名，臍 6
名，悪露 5 名，会陰切開創・会陰裂傷 4 名，
児の排泄 4 名，吸い付き 3 名，便秘 0 名，貧
血 0 名，精神面 2 名，他 12 名だった．授乳，
乳房，吸い付きを授乳関連とし，それ以外を
自分のことと児のことの 3 つに分類すると，
授乳関連は 38 名，自分のことは 13 名，児の
ことは 26 名だった．
10 ．電話訪問から産後健診までの間，悩みのあっ





肌トラブル 14 名，吸い付き 9 名，乳房 8 名，
悪露 8 名，会陰切開創・会陰裂傷 7 名，精神
面 5 名，児の排泄 5 名，便秘 3 名，貧血 2 名，
臍 1 名，他 17 名．授乳，乳房，吸い付きを
授乳関連とし，それ以外を自分のことと児の
ことの 3 つに分類すると，授乳関連は 33 名，


















































21.15% で，平成 27 年度の厚生労働省による調
査結果 51.3% に比較し，混合栄養が多かった．
母乳育児支援強化の必要性も考えられた．短い
入院期間で育児技術の習得，母乳育児の確立ま
では困難であり，褥婦と児に対し，個別性のあ
るきめ細かい継続的支援の必要性があると考え
た．産後 2 週間健診を希望する回答もあったこ
とから，不安を強める時期の支援が必要と考え
た．当院は，母乳外来と称して産後の母乳育児
支援を行っており，産後 2 週間健診の導入を検
討中である．今回の調査を踏まえ，支援の在り
方を検討していく必要があると考えた．
Ⅵ .　結　　論
　電話訪問の満足度は高かった．電話訪問後から
産後健診までの悩みの有無に関して，初産婦と経
産婦に有意差があり，初産婦がより支援を必要と
していた．電話訪問から産後健診までの間の悩み
や不安への対応として，産後 2 週間健診など支援
の在り方も検討していく必要があると考えた．
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